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1　Midrach Rabba, Tome I: Genèse Rabba, traduit de l’hébreu par Bernard Maruani et Albert Cohen-Arazi, 









































4　とりわけ（Levinas, 1992, 62-67 [75-79]; Bouretz, 2003, 574-579 [312-316]）を参照。また、ネエルに
ついては以下の論考（著作からの採録）がある。Vgl. André Neher, „Le pèlerin de l’espérance: Ernst 
Bloch“, in: Bloch-Almanach 4, herausgegeben vom Ernst-Bloch-Archiv der Stadtbibliothek Ludwigshafen 






























































































































後のカバリスト」（Scholem, 1973, 218-246 [203-228]）を、後者については論考「ロイヒリンから現
在に至るカバラーの研究」（Scholem, 1973, 247-263 [229-244]）を参照。
8　「ブロッホにブーバーの書き物を読んではどうかと勧めた」（Löwy, 1988, 185, n, 81）のは、盟友ル
カーチである。青年ルカーチの『バアル・シェム』への傾倒ぶりについては、レーヴィの研究

















要求」（Verein Bar Kochba, 1913, 42）に、さらには「シオニズム」（ebd., 43）へと結
び付けた。ブロッホもまた同じ語を「キリスト教」に接合する形で利用したた
め 11、その理解は、ショーレムから「『ユダヤ教についての本』に由来する実に嘆か
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」であり、「世界を超えた






















































は、「ピラトの前での敗北主義を支持するものではない」（14, 180 [(2) 237]）。むし
ろこうした現世への無関心は、まさしく「終末論的」なものであるという。つま
り、「今こそこの世が裁かれる時」であり、「今この世の支配者が追放される」（ヨ
ハネ福音書 12 章 31 節）のであれば、もはや「この世」の価値に執着する必要な
ど、どこにもない。マルキオンが示す強烈な反世界的


















































救い出したのである」（Scholem, 1963, 13 [56]）。
　この救い出された霊感の到達点が、『キリスト教の中の無神論』であった。ブ
ロッホはこの書の中で、「非神政化（Enttheocratisierung）」（14, 111 [(1) 136]）と名
づける方法を聖書解釈に適用している。その狙いは、「上位」（主）からの神権政治
支配を美化する抑圧的な「奴隷言語」（14, 30 [(1) 19]）を排し、背後に埋もれた反
16　G. Scholem, „Wohnt Gott im Herzen eines Atheisten? Zum 90. Geburtstag von Ernst Bloch“, in: Der 




17　Scholem, a. a. O., S. 112-3. ショーレムとブロッホ、さらにはショーレムとアルノルトの類似性につ
いては、（ビアール , 1984, 346-351）を参照。
18　同種の見解として、1975 年 7 月 27 日 Heinrich Gebhardi宛て書簡（Scholem, 1999, 116）および































ベス（Taubes, 1996, 175-178）やボルツ（Bolz, 1989, 13-45）が解釈したように、容赦








わゆる神表象自体の爆破」（14, 24 [(1) 13]）を予感したが、ショーレムに言わせれ
ば、この「ユダヤ宗教の鍵となる語の一つ」は「キリスト教」にも「無神論」にも
帰着しない 20。『キリスト教の中の無神論』は、生成を含意する動詞ハーヤーの未完
了形エヒイェを、「不確定な未来」としての「将来いつか（Dereinst）」（14, 124 [(1) 
153]）に関連づけ、この未来によって「従来のあらゆるヤハウェ表象からの脱出そ
のもの」（14, 123 [(1) 151]）が可能になったと論じる。それゆえ、脱出とは、自然
世界のみならず過酷な圧政からの、現にそこにある悲惨からの黙示録的脱出であ
り、同時にまた、いまだ存在せぬ「カナン」、「より善き、それどころか唯一真なる
（……）アイオーン」（14, 61 [(1) 62]）への、隷属なき「自由の国」へのメシアニ
ズム的移行 21 でもある。けれども、この理念に現実逃避的な傾向はいささかも認め
られない。なぜなら、ブロッホにおけるモーセ的脱出は、「まさしく世界そのもの
4 4 4 4 4 4
の現実的実験










20　Vgl. Scholem, „Wohnt Gott im Herzen eines Atheisten? Zum 90. Geburtstag von Ernst Bloch“, S. 113.
21　この移行はおそらく「倫理的」かつ「具体的」なものとして解される必要がある。レヴィナスの
ブロッホ読解を踏まえた松葉類の論文「レヴィナス後期思想における「より良いもの」について―






























22　この文章は以下のブロッホ論でも引用された。Vgl. Ze’ev Levy, „Utopie und Wirklichkeit in der 
Philosophie Ernst Blochs“, in: Bloch-Almanach 7, herausgegeben vom Ernst-Bloch-Archiv der Stadtbibliothek 











〔付記――本研究は JSPS 科研費（課題番号 16K02130）の助成を受けたものである。〕
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